
快適な広域観光を支える観光拠点へのアクセス道路などの整備

【広大な北海道の観光地をつなぐ交通ネットワーク整備を図り観光立国の実現に貢献】

●安心で快適な旅ができる交通ネットワークの整備

・観光拠点へのアクセス道路の整備

【北海道縦貫自動車道（七飯藤城～大沼公園間）(再掲)、

倶知安余市道路（国道５号）(再掲)、日高自動車道（日高厚賀～東静内間）(再掲) 、

旭川十勝道路 富良野北道路（中富良野町、富良野市） (再掲) 洞爺湖登別線（壮瞥町)など】

◎広域観光を支えるネットワークづくり
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主な要望内容

持続可能な社会・経済の形成

釧路

帯広札幌

小樽

北見

苫小牧

江別

10万人以上の都市

主な観光地

高規格道路開通区間

函館

高規格道路未開通区間

然別湖

十勝岳連山
阿寒湖

知床岬
知床五湖

野付半島

霧多布湿原

小清水原生花園

摩周湖

屈斜路湖

ｵﾎｰﾂｸ海沿岸の流氷

襟裳岬

網走監獄

開陽台

納沙布岬

硫黄山

温根沼

静内二十間道路

ｻﾗﾌﾞﾚｯﾄﾞ銀座

愛国・幸福

宗谷岬礼文島桃岩付近の

高山植物群落

利尻山・利尻島

サロベツ原野

天塩川

天人峡

天売島海鳥繁殖地

富良野ﾗﾍﾞﾝﾀﾞｰ畑

美瑛の丘

北防波堤ドーム

ｸｯﾁｬﾛ湖

層雲峡
大雪山

雨竜沼湿原

大通公園

旭山動物園

積丹

余市

黄金岬

ルスツ

ニセコアンヌプリ

北竜ひまわり畑

小樽運河

支笏湖

札幌雪まつり・YOSAKOIｿｰﾗﾝ祭り

羊蹄山

有珠山

洞爺湖

登別温泉
駒ヶ岳

五稜郭跡

大沼
鴎島

函館山と市街地

大雪森のｶﾞｰﾃﾞﾝ

上野ﾌｧｰﾑ

風のｶﾞｰﾃﾞﾝ

十勝千年の森 真鍋庭園

十勝ﾋﾙｽﾞ紫竹ｶﾞｰﾃﾞﾝ

六花の森

利尻・礼文・サロベツ国立公園ニセコスキー場 オホーツク海の流氷 知床国立公園（世界自然遺産）

北海道・北東北の縄文遺跡群

大船遺跡

ウポポイ（民族共生象徴空間）

広域観光周遊ルート
「日本のてっぺん。
きた北海道ルート。」

ウポポイ

函館山からの夜景
（世界三大夜景）

阿寒摩周国立公園ラベンダー畑（中富良野町） サイクリングロード（トカプチ400）

広域観光周遊ルート
「アジアの宝
悠久の自然美への道
ひがし北・海・道」

釧路湿原

旭川

くっちゃん



【北海道縦貫自動車道開通による観光振興】
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持続可能な社会・経済の形成

道南地域の中心都市である函館市は、札幌市などと高規格道路で結ばれていません。
沿線にはアイヌ文化の復興・発展の拠点である「ウポポイ」や、世界文化遺産に登録された「北海道・
北東北の縄文遺跡群」など多くの観光資源があり、北海道縦貫自動車道の整備により、道内外からの
アクセス性が向上し、当該地域の更なる観光活性化が期待されます。

事業中区間
七飯IC
～大沼公園IC

北海道縦貫自動車道の開通で、

道南の観光客数（特に外国人観光客）

が年々増加

（H20からH30にかけて約11倍増加） 道外観光客の来函

北海道・北東北の縄文遺跡群
（令和３年７月２７日世界遺産登録）

札幌市

道央

道外観光客の来道

民族共生象徴空間
ウポポイ

（令和２年７月１２日オープン）

資料：（公財）アイヌ民族文化財団

事業中区間
倶知安IC(仮)～余市IC

未着手区間
黒松内IC～蘭越IC(仮)

計画段階評価中
蘭越IC(仮)～倶知安IC (仮)

ニセコ・小樽方面

道南

7
15 18

13
21

32
39

48 48

60

78
67

0
0
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40

50

60

70

80

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

（万人泊）

■道南の外国人観光客の推移

資料：北海道観光入込客数報告書

約１１倍

ニセコスキー場

函館市

日高自動車道は、日高地域の観光地への主要なアクセスルートであり、日高門別ＩＣ～日高厚賀ＩＣ間
開通により、「しずない桜まつり」等では過去最高の来場者となっています。
また、日高地域は、競走馬出荷頭数が全国シェア8割、夏いちごの道外への出荷割合も約8割を占め、
当該事業の整備により、さらなる観光アクセスの向上や物流の効率化が期待されます。

日高門別IC～日高厚賀IC
平成30年度 開通

Ｌ=14.2km

事業中区間
日高厚賀IC～東静内IC（仮）

（計画段階評価完了
新規事業化を目指す）

計画段階評価区間
東静内～三石

しずない桜まつり 優駿浦河桜まつり

新千歳空港

苫小牧港 日高地域
79.5％

胆振地域
18.0％

十勝地域
0.3％

都府県合計
2.2％

令和４年度
全国

競走馬生産頭数
7,390頭

資料：令和4年度馬関係資料（農林水産省）

全国シェア
約８割が日高

【日高自動車道延伸による観光アクセスの向上、物流の効率化】

日高地域産は
全量を関東へ出荷

資料：「令和3年度
農畜産物及び加工食品の移出実態調査結果報告書」

令和４年度
道産いちご
道外出荷量

207.2t

日高地域産
82％

その他
道産22％

関東
92.8％

東海
7.2％

近畿
0.3％

事業の必要性
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ゼロカーボン北海道の実現

北方型住宅の普及推進や環境負荷の少ない交通・物流基盤の構築な
ど、ゼロカーボン北海道の実現に向けた取組への支援の充実が必要。

●住宅・建築物の脱炭素化の推進

・脱炭素社会の実現に向けた省CO2性能の高い北方型住宅の普及推進や公営住宅の整備
【北方型住宅：みどり野ゼロカーボンヴィレッジ(道、南幌町、関係団体)(再掲)、

道営住宅：（仮称）ゼロカーボンモデル団地(鹿追町など)(再掲)、
市町村営住宅：新富士見団地（ニセコ町)(再掲)など】

・公共建築物の脱炭素化の推進
【道有施設：北海道消防学校、室蘭建設管理部苫小牧出張所など】

●環境負荷の少ない交通・物流基盤の構築

・環境負荷の少ない交通・物流基盤の構築
【道路事業：永山東光線（旭川市）(再掲)、道道札幌恵庭自転車道線（北広島市）など】

・次世代自動車の充電施設の導入拡大 【道内全域】

●吸収源対策と気候変動の適応に関する取組の推進

・ブルーカーボンの拡大に向けた取組の推進 【治水事業：虎杖浜海岸（白老町）(再掲) 】

・気候変動の適応に関する流域治水等の取組の推進

【治水事業：古丹別川（苫前町）（再掲） 、安平川（下流工区）(苫小牧市) （再掲） 、

望月寒川（札幌市）（再掲）など】

・伐採木を活用したバイオマス発電 【道内全域】

主な要望内容

◎インフラ分野の脱炭素化

こじょうはま

■住宅・建築物の脱炭素化の推進
【北方型住宅ZEROの普及推進】

・「北方型住宅2020」をベースに地域特性に応じた脱炭素
化に資する対策を組み合わせる「北方型住宅ZERO」の普
及推進

・道、南幌町、関係団体と連携し
「北方型住宅ZERO」のモデル団地
を南幌町で展開
（R6着手予定）

○みどり野ゼロカーボンヴィレッジのイメージ

みどり野ゼロカーボン
ヴィレッジ

南幌町 関係団体

北海道

・工務店と建築家がグループとなり、設計し、
オーナーを募集。

・オーナー決定後に実施設計を行い、住宅を
建設。

※2t-CO2/年の削減：
省エネ基準の住宅に比べCO2排出量
30％以上削減を目標

※

北方型住宅ZEROの普及推進


